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予 算     徹 底 検 証予 算     徹 底 検 証
予
算
審
査
特
別

委
員
会

　

平
成
20
年
度
一
般
会
計
予

算
、
特
別
会
計
予
算
の
８
会

計
を
、
３
月
11
日
か
ら
14
日

ま
で
の
４
日
間
、
各
会
計
毎

に
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

新
発
田
市
の
入
札
談
合
疑

惑
が
発
生
し
、
聖
籠
町
の
入

札
に
つ
い
て
も
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　

よ
り
よ
い
行
財
政
運
営
を

行
い
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
が
は
か
れ
る
よ
う
要
望
し

ま
す
。

快適な生活空間の創造
（都市計画、道路、生ごみなど）

主な事業概要
○道路維持管理、改良事業　

	 4億 3610万円		

○住宅管理事業	 2237万円

○ごみ減量化・適正処理事業	 2億 2693万円

○循環バス事業	 2899万円

質　　　疑

2

８会計総額

 109 億9183 万円
　　　　　　　　（前年度対比11.5％減）

○一般会計	 73	億円（3.7％増）
○国民健康保険特別会計
　事業勘定	 12	億	3753	万円（4.2％増）
　施設勘定	 1億	2366	万円（22.1％減）
○老人保健特別会計　
	 8775	万円（90.5％減）
○介護保険特別会計　　
	 8	億	1545	万円（6.2％増）
○後期高齢者医療特別会計　　　　　
	 7925	万円（100％）
○新潟県営開拓パイロット事業
　聖籠町特別会計	 866	万円（6.0％増）
○公共下水道事業特別会計　
	 8	億	6402	万円（53.7％減）
○水道事業
　収益会計	 2	億	4783	万円（0.5％減）
　資本会計	 2	億	2770	万円（3.2％増）

問　

住
宅
耐
震
診
断
の
１
７
０
万

円
の
内
容
は
。

答　

昭
和
56
年
以
前
の
住
宅
が
対

象
と
な
る
。
個
人
負
担
１
万
円
で

診
断
し
て
も
ら
え
る
。

　

20
戸
分
を
計
上
し
た
。

問　

入
札
談
合
疑
惑
業
者
、
本
町

の
指
名
停
止
の
考
え
は
あ
る
か
。

答　

町
の
指
名
停
止
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
協
議
を
し
て
い
な
い
。
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問　

妊
婦
健
診
に
つ
い
て
、
厚
労

省
は
16
回
必
要
と
い
っ
て
い
る
が

増
や
せ
な
い
か
。

答　

本
町
で
は
、
妊
婦
検
診
を
２

回
か
ら
５
回
に
今
回
増
や
し
た
。

他
に
、
妊
婦
医
療
助
成
を
行
っ
て

い
る
。
１
回
５
３
０
円
の
負
担
で
、

４
回
を
超
え
る
場
合
は
無
料
と
な

る
。

問　

循
環
バ
ス
に
乗
る
お
年
寄
り

か
ら
、
運
転
手
に
対
し
て
苦
情
が

で
て
い
る
。

答　

苦
情
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
の
で
、
運
転
手
に
指
導
す

る
。

問　

原
油
高
止
ま
り
と
な
っ
た

ら
、
商
工
業
者
は
た
い
へ
ん
で
あ

る
。
減
免
の
考
え
は
。

答　

高
騰
と
な
っ
た
ら
、
悪
影
響

は
あ
る
。
減
免
に
つ
い
て
は
重
く

受
け
止
め
る
。

問　

ふ
れ
あ
い
農
園
の
返
済
が
20

年
で
終
る
。
今
後
は
。

答　

非
農
家
の
方
や
町
内
外
の
人

か
ら
も
利
用
し
て
も
ら
い
、
土
に

ふ
れ
て
も
ら
い
た
い
。

安全で安心できる暮らしの実現
（防犯・防災、子育て支援、児童・高齢者福祉など）

主な事業概要
○広域消防負担金・消防事業	 2億 6132万円

○防災事業	 1130万円

○交通安全・防犯対策事業	 2316万円

○障がい福祉事業	 1億 7002万円

○母子保健衛生事業	 3663万円

質　　　疑

活力・魅力あふれる産業づくり
（農業、漁業、商業、観光など）

主な事業概要
○水田農業確立対策事業	 6150万円

○農産物価格安定事業	 500万円

○漁具倉庫建設事業	 2400万円

○中小企業活性化支援事業	 700万円

○町観光協会運営事業	 1970万円

質　　　疑
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予 算     徹 底 検 証予 算     徹 底 検 証



　　　聖籠町議会だより／平成 20 年 4 月／ 82 号

4

平成20年度

予 算 徹 底 検 証

予 算 徹 底 検 証予 算 徹 底 検 証

開かれた行財政の推進
（広報、広域行政、一般旅券発給など）

主な事業概要
○広報公聴活動の充実事業	 689万円

○広域行政の推進事業	 1207万円

○一般旅券発給事業	 17万円

質　　　疑

個性豊かな人・ふるさとづくり
（幼・小・中学校、社会教育、育英資金など）

主な事業概要
○情報機器ネットワーク借上事業	 4840万円

○学校管理事業	 ２億4959万円

○育英資金貸与事業	 3700万円

○国際交流事業	 703万円

○国体推進事業	 7878万円

質　　　疑

問　
「
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の

ま
ち
」
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
５
０

０
万
円
は
も
っ
た
い
な
い
。
他
の

形
で
で
き
な
い
か
。

答　

文
化
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
の

イ
メ
ー
ジ
を
基
に
形
を
な
し
て

や
っ
て
い
き
た
い
。

問　

学
力
向
上
の
事
業
「
放
課
後

学
習
ク
ラ
ブ
」
は
、
ど
う
い
う
子

に
教
え
る
の
か
。

答　

一
人
ひ
と
り
の
学
び
を
助
け

る
。
自
分
の
課
題
を
持
っ
て
い
き
、

自
学
自
習
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。

問　

新
発
田
市
を
中
心
と
し
た
今

ま
で
の
広
域
行
政
の
今
後
は
ど
う

な
る
。

答　

消
防
な
ど
に
つ
い
て
は
人
口

30
万
人
構
想
で
い
い
の
か
、
議
論

が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

問　

裏
金
問
題
が
マ
ス
コ
ミ
報
道

さ
れ
て
い
る
が
、
当
町
に
お
い
て

は
ど
う
か
。

答　

過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
も
裏

金
問
題
は
な
い
。
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平
成
20
年
第
一
回
定
例
会
は
、
3
月
4
日
か
ら
18
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
新
年
度
の
施
政
方
針
表
明
が
あ
り
、
平
成
19
年
度
補
正
予
算
、
平
成
20
年
度
予
算
、
聖
籠
町
後
期
高
齢
者
医

療
に
関
す
る
条
例
制
定
、
聖
籠
町
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
ほ
か
各
種
の
条
例
制

定
、
一
部
改
正
な
ど
33
議
案
を
慎
重
に
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
最
低
ク
ラ
ス
の
「
新
潟
県
最
低
賃
金
」
額
の
引
き
上
げ
、
抜
本
改
正
を
求
め
る
意
見
書
な
ど
4
件
を
可
決

し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
6
人
の
議
員
が
、
水
田
農
業
、
住
宅
の
耐
震
診
断
、
教
育
な
ど
に
つ
い
て
、
2
日
間
に
わ
た
り
、
町

政
全
般
を
質
し
ま
し
た
。

3月定例会3月定例会3月定例会
議 員 報 酬

月額  12,000円引き上げ

主
な
質
疑

な
ぜ
見
送
り

し
な
か
っ
た
の
か

た
だ

反
対
討
論

中
村
恵
美
子
議
員

田
宮　

実
議
員

賛
成
討
論

　

聖
籠
町
議
会
議
員
の
報
酬

等
に
つ
い
て
、
町
長
か
ら
諮

問
さ
れ
、
聖
籠
町
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。

　

審
議
会
で
検
討
の
結
果
、

全
会
一
致
で
、
１
万
２
０
０

０
円
程
度
引
き
上
げ
る
こ
と

が
適
当
で
あ
る
と
い
う
答
申

が
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
答
申
を
受
け
、
平
成

20
年
４
月
１
日
か
ら
、
月
額

１
万
2
０
０
０
円
を
引
き
上

げ
る
条
例
が
上
程
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
議
案
に
つ
い
て
は
、

起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
（
反
対
１
人
）
で
可
決
し

ま
し
た
。

中
村
恵
美
子
議
員　

答
申
の

中
に
、
平
成
15
年
４
人
、
19

年
４
人
、
計
８
人
。
議
員
定

数
削
減
と
い
う
理
由
は
あ
る

が
、
今
の
社
会
情
勢
を
見
て
、

今
回
は
、
報
酬
引
き
上
げ
を

見
送
る
べ
き
で
あ
る
。

　
総
務
課
長　

12
月
６
日
、
白

紙
諮
問
の
形
で
、
審
議
会
が

開
催
さ
れ
た
。
審
議
過
程
の

中
で
は
、
近
隣
自
治
体
の
動

向
、
新
潟
県
町
村
議
会
か
ら

の
要
望
（
首
長
と
議
員
の
報

酬
割
合
に
つ
い
て
）
の
調
査

な
ど
加
味
し
て
検
討
し
た
。

　

会
議
は
２
回
行
わ
れ
た
。

12
月
９
日
の
日
曜
議
会
も
審

議
会
委
員
は
傍
聴
し
て
、
議

会
状
況
を
見
た
う
え
で
、
総

合
的
に
検
討
し
た
結
果
で
あ

る
。

5

総
合
的
に

検
討
し
た
結
果

　

今
の
社
会
情
勢
に
お
い
て
、

給
料
は
目
減
り
し
て
、
自
営

業
な
ど
は
、
単
価
の
切
り
下

げ
等
に
よ
り
、
働
い
て
も
働

い
て
も
苦
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

近
隣
自
治
体
の
議
員
報
酬

の
状
況
は
、
財
政
困
難
な
自

治
体
で
は
、
議
員
も
職
員
と

同
様
に
報
酬
削
減
が
さ
れ
る
。

　

報
酬
引
き
上
げ
に
は
、
町

民
の
反
対
も
多
く
あ
る
。

　

以
上
の
理
由
で
、
こ
の
条

例
の
一
部
改
正
に
反
対
で
あ

る
。

　

聖
籠
町
議
会
に
お
い
て
、

平
成
15
年
、
19
年
の
改
選
時

に
４
人
ず
つ
計
８
人
、
議
員

定
数
を
削
減
し
て
き
た
。

　

法
定
定
数
は
22
人
で
あ
る

が
、
現
在
14
人
。

　

地
方
分
権
の
下
で
、
町
民

の
多
種
多
様
な
要
望
を
行
政

に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
少

数
精
鋭
で
議
員
活
動
を
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

議
員
を
専
門
職
と
考
え
、

報
酬
引
き
上
げ
に
賛
成
す
る
。

議会議員の報酬

議　 長 月額291，000円→303，000円

副 議 長 月額234，000円→246，000円

常任委員長・
議会運営委員長 月額212，000円→224，000円

議　 員 月額210，000円→222，000円
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保
健
推
進
員
の
報
酬

年
額
支
払
か
ら
日
額
支
払
へ

主
な
質
疑

▲毎日、体を動かしましょう

▲検診の受付風景

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
、
75

歳
以
上
を
対
象
と
し
た
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま

り
ま
す
。

　

運
営
主
体
は
、
新
潟
県
の

全
市
町
村
で
組
織
さ
れ
て
い

る
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
で
す
。

　

各
種
申
請
の
受
付
や
保
険

料
の
徴
収
な
ど
の
町
で
行
う

窓
口
業
務
の
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。

　

こ
の
議
案
に
つ
い
て
は
、

起
立
採
決
に
よ
り
、
賛
成
多

数
（
反
対
1
人
）
で
可
決
し

ま
し
た
。

6

加
藤
正
之
議
員　

制
度
が
始

ま
っ
て
も
、
半
年
間
は
徴
収

は
猶
予
さ
れ
、
そ
の
後
も
半

年
間
、
９
割
免
除
と
い
う
こ

と
を
聞
い
て
い
る
が
、
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　

後
期
高
齢
者
医
療
の

事
務
は
、
基
本
的
に
広
域
連

合
で
行
う
。

　

今
回
の
条
例
は
、
町
に
お

い
て
の
通
常
の
事
務
手
続
き

を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

保
険
料
の

特
例
な
い
の
か

初
年
度
の
徴
収
は

国
の
政
策
で

4
月
か
ら
始
ま
る
後
期
高
齢
者
医
療

（
対
象
者
75
歳
以
上
）

反
対
討
論

中
村
恵
美
子
議
員

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と

現
行
と
の
大
き
な
違
い
は
、

保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
普
通

徴
収
者
に
お
い
て
は
、
１
年

以
上
滞
納
す
る
と
保
険
証
が

取
り
上
げ
ら
れ
、
資
格
証
明

書
が
発
行
さ
れ
る
。

　

国
は
高
齢
者
医
療
に
つ
い

て
責
任
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。

　

減
免
に
か
か
る
申
請
提
出

の
受
付
が
な
く
、
免
除
手
続

き
が
な
い
条
例
に
反
対
す
る
。

五
十
嵐
利
栄
議
員

賛
成
討
論

　

こ
の
条
例
に
つ
い
て
は
、

12
月
議
会
に
お
い
て
、
反
対

の
陳
情
が
出
さ
れ
、
多
数
決

で
陳
情
は
否
決
さ
れ
た
。

　

条
例
反
対
の
基
本
的
な
理

由
は
、
保
険
料
の
年
金
天
引

と
保
険
証
の
安
易
な
取
り
上

げ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
制
度
は
、

国
の
政
策
で
行
わ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
新
潟
県
連
合
会
の

考
え
方
を
基
本
に
、
県
内
各

自
治
体
で
対
応
が
さ
れ
る
。

　

制
度
を
運
用
し
て
い
く
中

で
、
連
合
会
に
提
言
で
き
る

の
で
賛
成
で
あ
る
。

　

町
の
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
で
あ
る
保
健
推
進
員
の

報
酬
を
、
年
額
か
ら
日
額
に

改
め
ら
れ
ま
す
。

　

保
健
推
進
員
ご
と
に
活
動

状
況
が
異
な
り
、
年
額
報
酬

で
は
、
整
合
が
と
れ
な
い
た

め
、
活
動
ご
と
に
日
額
を
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

手
島
八
郎
議
員　

保
健
推
進

員
の
活
動
内
容
は
な
に
か
。

推
進
員
の
人
数
は
。
活
動
し

て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
成

果
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

保
健
福
祉
課
長　

平
成
18
年

度
ま
で
の
活
動
内
容
は
、
各

集
落
の
住
民
検
診
書
の
配
布

と
回
収
で
あ
っ
た
が
、
19
年

度
か
ら
行
政
区
長
を
通
し
て

い
る
。

　

保
健
師
と
と
も
に
研
修
会

を
行
っ
て
い
る
。
保
健
推
進

員
の
成
果
は
計
り
よ
う
が
な

い
。

主
な
質
疑

活
動
の
成
果
は
な
に
か

成
果
は
計
り
よ
う
が
な
い

　

社
会
保
険
か
ら
移
行
す
る

該
当
者
は
、
保
険
料
の
４
月

か
ら
半
年
は
免
除
で
、
そ
の

後
10
月
か
ら
半
年
は
９
割
免

除
と
な
る
。
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宮
沢
光
子
議
員　

保
健
推
進

員
ご
と
に
活
動
状
況
が
異

な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
活

動
を
し
て
い
な
い
推
進
員
に

対
し
て
、
今
ま
で
報
酬
の
支

払
い
が
さ
れ
て
い
た
の
か
。

　

保
健
推
進
員
の
活
動
の
一

部
に
住
民
検
診
時
の
受
付
業

務
が
あ
る
と
思
っ
て
い
た
が
、

受
付
業
務
は
、
推
進
員
の
本

来
の
活
動
の
一
部
な
の
か
。

保
健
福
祉
課
長　

住
民
検
診

書
の
配
布
、
回
収
業
務
を
し

て
も
ら
っ
て
い
た
が
、
推
進

員
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
人

が
少
な
く
な
っ
た
。

　

平
成
19
年
度
か
ら
、
行
政

区
長
を
通
し
た
こ
と
で
、
活

動
内
容
が
実
態
と
合
わ
な
く

な
っ
た
。

　

検
診
時
の
受
付
業
務
に
つ

い
て
は
、
本
来
の
活
動
で
は

な
い
の
で
、
受
付
業
務
を
し

て
く
れ
た
推
進
員
に
対
し
て

は
、
年
額
報
酬
と
臨
時
賃
金

を
支
払
っ
て
い
た
。

7

無
活
動
で
も

報
酬
支
払
い
し
た
の
か

活
動
は
し
て
い
た

　

平
成
17
年
３
月
、
町
立
図

書
館
環
境
整
備
調
査
委
員
会

か
ら
、
町
民
の
知
る
権
利
及

び
知
的
欲
求
に
こ
た
え
る
図

書
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

答
申
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

答
申
を
受
け
て
、
町
立
図

書
館
の
施
設
整
備
に
つ
い
て

調
査
す
る
た
め
、
聖
籠
町
立

図
書
館
建
設
調
査
委
員
会
条

例
を
制
定
し
ま
す
。

　

心
身
の
健
康
を
増
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
食
育
基
本
法

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
町
村
に
お
い
て
も
、
食

育
推
進
計
画
を
作
成
し
て
食

育
を
推
進
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
聖

籠
町
食
育
推
進
計
画
策
定
委

員
会
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

図
書
館
建
設
を

調
査

聖
籠
町
の

食
育
を
考
え
る

一般
会
計
補
正
予
算

一般
会
計
補
正
予
算

一般
会
計
補
正
予
算

農
林
水
産
振
興
事
業
費
補
助
金 

１
０
３
７
万
円

観
音
の
湯
ざ
ぶ
～
ん
館
維
持
基
金
積
立
金 

１
８
０
０
万
円

財
政
調
整
基
金
積
立
金 

１
億
５
０
０
０
万
円

　

平
成
19
年
度
一
般
会
計
の

既
定
予
算
に
５
２
８
８
万
円

を
追
加
し
、
総
額
72
億
３
３

２
８
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
も
の
に
、
保
育
業
務

委
託
料
１
０
４
９
万
円
減
額
、

農
林
水
産
振
興
事
業
費
補
助

金
１
０
３
７
万
円
、
中
小
企

業
不
況
対
策
特
別
資
金
預
託

金
７
８
１
万
円
減
額
、
財
政

調
整
基
金
積
立
金
１
億
５
０

０
０
万
円
、
観
音
の
湯
ざ
ぶ

～
ん
館
維
持
基
金
積
立
金

１
８
０
０
万
円
、
町
営
住
宅

及
び
共
同
施
設
維
持
基
金
積

立
金
１
９
６
４
万
円
な
ど
で

す
。

年
度
末
に
補
助
金
が

つ
い
た
理
由
は

加
藤
正
之
議
員　

農
林
水
産

振
興
事
業
費
補
助
金
１
０
３

７
万
円
は
、
新
し
く
つ
け
る

補
助
金
の
よ
う
だ
が
、
12
月

で
は
な
く
、
な
ぜ
年
度
末
に

計
上
さ
れ
た
の
か
。

　

二
つ
の
団
体
に
補
助
金
を

つ
け
る
と
聞
い
た
が
本
当
か
。

産
業
観
光
課
長　

補
助
金
の

内
訳
は
、
機
械
購
入
の
助
成

機
械
購
入
が

今
年
度
中
の
た
め

金
で
あ
る
。
水
稲
栽
培
を
研

究
す
る
農
業
者
グ
ル
ー
プ
か

ら
、
今
年
度
中
に
対
応
を
は

か
り
た
い
と
陳
情
が
あ
っ
た
。

　

現
状
の
稲
作
を
考
え
、
コ

ス
ト
縮
減
の
観
点
か
ら
、
町

と
し
て
対
応
を
し
た
。

　

直
播
研
究
会
、
次
第
浜
集

団
営
農
の
２
団
体
に
対
し
て

助
成
す
る
。

▲田植え前の畦づくり

主
な
質
疑
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み
な
さ
ん
の

請
願
・
陳
情

8

　

第
一
回
定
例
会
で
は
地
域
住
民
よ
り
直
接
の
声

と
な
り
ま
す
請
願
2
件
陳
情
が
5
件
審
査
さ
れ
、

請
願
2
件
・
陳
情
２
件
が
採
択
さ
れ
、
陳
情
3
件

が
継
続
審
査
に
な
り
ま
し
た
。

◎
生
活
保
護
基
準
以
下
の
最
低
賃
金
の
抜
本
改
正

　

を
求
め
る
請
願
（
提
出
者　

08　

国
民
春
闘
新

　

潟
県
共
闘
会
議　

 

新
潟
県
労
働
組
合
総
連
合

　

会　

議
長　

山
崎　

栄
三
）

◎
住
民
の
安
全
と
暮
ら
し
に
直
続
し
た
国
の
地
方

　

出
先
機
関
を
統
廃
合
す
る
こ
と
の
見
直
し
を
求

　

め
る
請
願
書
（
提
出
者　

新
潟
県
公
務
公
共
関

　

連
労
働
者
共
闘
連
合
会　

代
表　

井
上　

一
栄

　

他
2
人
）

　

採
択
と
な
っ
た
請
願

◎
深
刻
な
医
師
不
足
を
打
開
す
る
た
め
の
法
律
の

　

制
定
を
求
め
る
陳
情
書
（
提
出
者　

新
潟
県
医

　

療
労
働
組
合
連
合
会　

執
行
委
員
長　

塩
谷　

　

義
夫
）

◎
看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

　

の
改
正
を
求
め
る
陳
情
書　
（
提
出
者　

新
潟

　

県
医
療
労
働
組
合
連
合
会　

執
行
委
員
長　

塩

　

谷　

義
夫
）　

　

採
択
と
な
っ
た
陳
情

意
見
書
4
件
を

可
決
し
国
に
提
出

　

第
1
回
定
例
会
で
4
件
の
意
見
書
が
提

出
さ
れ
、
す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
可
決
さ
れ
た
意
見
書
は
、
国
県

の
関
係
機
関
に
提
出
し
、
実
現
す
る
よ
う

要
請
し
ま
す
。

◎
住
民
の
安
全
と
暮
ら
し
に
直
結
し

　

た
国
の
地
方
出
先
機
関
を
統
廃
合

　

す
る
こ
と
の
見
直
し
を
求
め
る
意

　

見
書

◎
全
国
最
低
ク
ラ
ス
の
「
新
潟
県
最

　

低
賃
金
」
額
の
引
き
上
げ
・
抜
本

　

改
正
を
求
め
る
意
見
書

◎
深
刻
な
医
師
不
足
を
打
開
す
る
た

　

め
の
法
律
の
制
定
を
求
め
る
意
見

　

書
◎
「
看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促
進

　

に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
を
求
め

　

る
意
見
書

◎
健
全
に
運
営
さ
れ
て
る
自
主
共
済
を
保
険
業
法

　

の
適
用
除
外
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書　

　
（
提
出
者　

共
済
の
今
日
と
未
来
を
考
え
る
新

　

潟
県
懇
話
会　

新
潟
県
保
険
医
師
会　

会
長　

　

箕
輪　

孝　

他
５
人
）　

理
由
・
保
険
業
法
に
つ
い
て
調
査
の
必
要
が
あ
る

　
　
　

こ
と
か
ら
、
継
続
審
査
と
す
る
。　

◎
「
鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
」
関
連
予
算
を
、
鳥

　

獣
捕
殺
で
は
な
く
自
然
林
復
元
と
被
害
防
除
に

　

使
う
こ
と
等
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る

　

陳
情
（
提
出
者　

日
本
熊
森
教
会　

会
長　

森

　

山　

ま
り
子
）

理
由
・
当
町
は
優
良
果
樹
産
地
で
あ
り
、
害
鳥
防

　
　

除
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
　

一
方
、
自
然
林
復
元
は
地
球
温
暖
化
防
止
策

　
　

と
し
て
も
有
効
で
あ
る
の
で
、
さ
ら
に
検
討

　
　

を
要
す
る
た
め
継
続
審
査
と
す
る
。

◎
藤
寄
山
地
区
防
災
農
道
整
備
に
関
す
る
陳
情
書

　
（
提
出
者　

藤
寄
副
区
長　

遠
藤　

博
）

理
由
①
過
去
に
例
が
な
い
範
囲
の
広
さ（
長
さ
）で
、

　
　

目
的
が
防
災
以
外
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

理
由
②
本
陳
情
と
同
じ
内
容
の
陳
情
が
各
集
落

　
　

か
ら
出
さ
れ
た
時
、
ど
う
対
応
す
る
か
に

　
　

つ
い
て
、
判
断
が
現
時
点
で
は
難
し
い
こ
と
。

　

継
続
審
査
と
な
っ
た
陳
情
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渡邊　智美さん
（亀　塚）

思
う
こ
と

　

議
会
だ
よ
り
は
、
た
ま
に

し
か
読
み
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
議
会
傍
聴
は
小

学
校
の
時
に
行
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

議
員
の
方
が
、
い
ろ
い
ろ

な
質
問
を
し
て
町
長
と
や
り

と
り
を
し
て
い
た
姿
が
印
象

的
で
し
た
。
内
容
と
し
て
は

よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
け

ど
、
町
の
た
め
に
頑
張
っ
て

く
れ
て
い
る
の
だ
と
、
覚
え

て
い
ま
す
。

　

先
回
の
日
曜
議
会
は
、
い

つ
も
よ
り
傍
聴
の
人
が
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
日

の
天
候
に
も
よ
り
、
人
数
が

多
い
か
少
な
い
か
左
右
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
。
議
会
傍
聴

は
し
た
い
け
ど
、
な
か
な
か

行
け
な
い
人
も
い
る
と
思
い

ま
す
。

　

新
発
田
市
で
は
、
議
会
の

様
子
を
Ｆ
Ｍ
新
発
田
で
流
し

て
い
ま
す
。
聖
籠
町
も
、
そ

ん
な
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
議

会
の
中
身
も
わ
か
り
、
関
心

を
持
つ
人
は
、
傍
聴
に
来
る

人
も
で
て
く
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

聖
籠
町
は
東
港
区
域
に
、

大
企
業
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
今
の
若
い
人
た
ち
は
、

働
き
た
く
て
も
働
け
な
い
。

働
け
る
と
思
っ
た
ら
、
臨
時

や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
非
正

規
雇
用
で
す
。

　

東
港
区
域
の
企
業
に
、
正

規
雇
用
の
人
を
増
や
す
よ
う

に
訴
え
て
も
ら
え
れ
ば
若
い

人
も
含
め
、
暮
ら
し
や
す
く

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

聖
籠
町
は
、
福
祉
や
教
育

に
力
を
入
れ
て
い
て
、
と
て

も
暮
ら
し
や
す
い
で
す
。

　

最
近
の
世
の
中
は
、
物
価

の
高
騰
な
ど
に
よ
り
暮
ら
し

に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
時
こ
そ
、
議
員
の

皆
さ
ん
に
頑
張
っ
て
も
ら

い
、
暮
ら
し
や
す
い
町
に
し

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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●
「
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
」

　
　
　

 

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
開
催

 

●
保
健
福
祉
施
策
の
取
り
組
み

 

●
学
力
向
上
対
策
事
業

施政方針表明

渡邊町長

▼
20
年
度
に
お
い
て
も
住
民

自
治
を
基
本
姿
勢
と
し
て
、

引
き
続
き
「
教
育
と
福
祉
」

の
充
実
を
は
か
り
、
農
業
、

商
工
業
の
振
興
、
自
然
環
境

の
保
全
と
生
活
環
境
施
策
を

重
点
に
、
効
果
的
に
展
開
を

は
か
り
ま
す
。

▼
本
年
度
は
、
平
成
21
年
度

に
開
催
さ
れ
る
新
潟
国
体
に

向
け
た
競
技
別
リ
ハ
ー
サ
ル

大
会
を
９
月
に
セ
ー
リ
ン
グ

競
技
、
10
月
に
サ
ッ
カ
ー
競

技
、
12
月
に
は
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
競
技
を
実
施
し
ま
す
。　

　

こ
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
に

備
え
て
必
要
な
施
設
の
整
備

も
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

国
体
は
、
地
域
に
ス
ポ
ー

ツ
を
広
め
る
こ
と
が
主
な
目

的
で
す
が
、
こ
れ
を
契
機
に

ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
共
に
地
域

の
振
興
が
は
か
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
、
多
く
の
町
民
に

関
わ
っ
て
頂
き
な
が
ら
成
功

に
向
け
努
力
し
ま
す
。

▼
町
で
は
「
だ
れ
で
も
が
住

み
や
す
い
、
健
康
的
な
生
活

が
送
れ
る
町
づ
く
り
」
を
基

本
理
念
と
し
て
、
こ
の
方
向

性
を
示
す
健
康
増
進
計
画
を

本
年
度
中
に
策
定
し
ま
す
。

　

妊
婦
、
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
、
妊
婦
一
般
健
康
診
査

無
料
券
を
２
回
か
ら
５
回
に
、

医
療
費
助
成
の
対
象
範
囲
を

中
学
生
ま
で
拡
大
し
、
一
層

の
子
育
て
環
境
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

▼
今
年
度
か
ら
新
規
に
「
放

課
後
学
習
ク
ラ
ブ
」
を
実
施
。

目
的
は
、
家
庭
と
連
携
し
て

子
ど
も
た
ち
に
個
別
に
学
習

習
慣
の
定
着
を
は
か
り
基
礎

学
力
の
向
上
に
役
立
て
ま
す
。

　

幼
稚
園
教
育
に
つ
い
て
も

小
学
校
教
育
に
つ
な
げ
る
保

育
内
容
と
指
導
法
の
検
討
を

し
ま
す
。

▼
「
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化

の
ま
ち
」
今
年
度
は
こ
の
精

神
を
象
徴
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
を
製
作
し
、
町
民
と
共
に

生
涯
に
わ
た
っ
て
芸
術
や
ス

ポ―

ツ
活
動
を
通
じ
て
心

身
と
も
に
健
や
か
で
心
豊
か

な
町
づ
く
り
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。
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6議員が質問

一
般
質
問

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

一
般
質
問

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

加　藤　正　之 議員（11ページ）

１.　一時金に独自加算を
	２.　聖籠産の日本酒開発を
	３.　国体の総経費は

中　村　恵美子 議員（12ページ）

１.　続けるか温暖化対策事業
	２.　耐震診断どこが行う
	３.　受動喫煙の防止対策は
		４.　道路特定財源問題の考えは

宮　沢　光　子 議員（13ページ）

１.　真意は何か学力向上施策
	２.　どうなる小学校との連けい

五十嵐　利　栄 議員（14ページ）

１.　販売戦略どうするか
	２.　中国産食材直ちに全面中止を

小　川　益一郎 議員（15ページ）

１.　予算説明に財政が無い
	２.　臨時職員に２億１２００万円

堀　　　常　正 議員（16ページ）

１.　地場物産のＰＲ強化を
	２.　後継者育成を
	３.　街路樹整備を
		４.　トレーニング実施を

一
般
質
問

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

　　　聖籠町議会だより／平成 20 年 4 月／ 82 号
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国体の総経費は
町長  推定総額4億8000万円

加藤　正之議員

▲種もみの消毒
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一時金に独自加算を
町長　今の時点では無理

問　

新
潟
市
は
一
時
金
に
独

自
の
助
成
を
決
め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
生
産
調
整
に
協
力

し
な
い
で
き
た
未
達
成
者
に
、

町
の
税
金
を
使
う
こ
と
に
は

抵
抗
が
あ
る
が
、
こ
の
機
会

を
逃
し
た
ら
未
達
成
者
か
ら

今
後
理
解
を
得
る
こ
と
は
一

層
難
し
く
な
る
。

　

町
も
緊
急
対
策
一
時
金
に

独
自
の
助
成
加
算
を
す
る
考

え
は
な
い
か
。

町
長　

新
潟
市
は
単
独
の
助

成
を
行
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

町
で
は
産
地
づ
く
り
交
付
金

の
単
独
助
成
を
継
続
し
て
い

る
こ
と
が
一
時
金
の
助
成
加

算
に
値
す
る
。

　

町
水
田
農
業
確
立
推
進
協

議
会
の
議
論
の
中
で
は
、
あ

え
て
話
が
出
な
か
っ
た
の
で
、

今
の
時
点
で
は
無
理
だ
。

聖
籠
産
の
日
本
酒
開
発
を

町
長  
前
向
き
に
検
討

問　

町
で
生
産
さ
れ
た
酒
米

を
使
っ
て
、
聖
籠
町
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
日
本
酒
を
特
産
品
と

し
て
開
発
で
き
な
い
か
。

　

新
た
な
品
揃
え
枠
の
拡
大

と
共
に
、
生
産
調
整
の
緩
和

に
つ
な
が
っ
て
く
る
。

町
長　

酒
米
を
原
料
と
す
る

日
本
酒
の
開
発
に
つ
い
て
は
、

そ
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ

れ
ば
北
越
後
農
協
・
生
産
者

・
造
り
酒
屋
等
の
実
態
も
調

査
し
な
が
ら
前
向
き
に
取
り

組
み
た
い
と
思
う
。

問　

競
技
開
催
の
経
費
と
、

町
の
負
担
金
は
い
く
ら
か
。

　

関
連
し
て
ど
の
よ
う
な
工

事
を
行
い
、
そ
の
経
費
負
担

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま

た
、
町
に
は
ど
の
よ
う
な
経

済
効
果
が
期
待
で
き
る
か
。

町
長　

リ
ハ
ー
サ
ル
で
は
サ

ッ
カ
ー
・
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・

セ
ー
リ
ン
グ
の
競
技
で
６
９

６
０
万
円
か
か
り
、
そ
の
う

ち
町
の
負
担
は
１
７
３
０
万

円
。
本
大
会
で
は
こ
れ
ま
で

の
実
態
を
見
る
と
３
競
技
で

１
億
６
０
０
０
万
円
ほ
ど
か

か
る
が
、
県
と
協
議
し
町
の

負
担
は
２
～
３
０
０
０
万
円

に
お
さ
め
た
い
。

　

関
連
工
事
と
し
て
、
県
の

補
助
２
／
３
を
受
け
艇
庫
の

整
備
を
２
０
０
０
万
円
か
け

て
行
う
。
ま
た
、
網
代
浜
船

だ
ま
り
背
後
地
に
聖
籠
海
洋

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
交
流
拠

点
施
設
整
備
事
業
と
し
て
、

造
成
・
駐
車
場
・
進
入
町
道

工
事
を
総
額
２
億
２
９
０
０

万
円
か
け
て
行
い
、
国
の
港

振
興
交
付
金
８
０
０
０
万
円

の
補
助
を
予
定
し
て
い
る
。

　

経
済
効
果
は
、
実
質
的
に

は
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
の
実
績

を
見
て
算
出
し
た
い
が
、
専

門
機
関
で
分
析
可
能
な
ら
ば

早
期
に
公
表
し
た
い
。



　　　聖籠町議会だより／平成 20 年 4 月／ 82 号

中村 恵美子議員

続けるか温暖化対策事業
町長　継続していく

▲耐震補強が待たれる山倉小学校

受動喫煙の
防止対策は
町長  24年度中に
禁煙、分煙
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問　

聖
籠
エ
コ
・
オ
フ
ィ
ス

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
実
行（
環

境
率
先
、
地
球
温
暖
化
対
策
）

計
画
は
、
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
及
び
環
境
保
全
の

た
め
の
率
先
実
行
計
画
の
観

点
か
ら
策
定
し
た
。

　

計
画
が
平
成
15
年
か
ら
平

成
19
年
ま
で
の
５
カ
年
と
し

て
、
３
月
末
で
終
る
が
、
目

標
に
対
し
て
ど
う
だ
っ
た
の

か
。
今
後
も
継
続
し
て
い
く

の
か
。

町
長　

聖
籠
エ
コ
・
オ
フ
ィ

ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
の
目

標
に
対
し
て
の
削
減
は
、
平

成
19
年
分
は
結
果
が
ま
だ
で

て
い
な
い
。
平
成
18
年
分
で

は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

は
基
準
年
度
の
平
成
12
年
度

に
比
較
し
て
５
・
４
％
の
削

減
と
な
っ
た
。

　

今
後
は
、
事
務
事
業
の
さ

ら
な
る
削
減
手
法
の
検
討
、

施
設
設
備
の
更
新
に
伴
う
省

エ
ネ
機
器
の
導
入
な
ど
、
整

合
を
は
か
り
取
り
組
む
。

耐
震
診
断
ど
こ
が
行
う

町
長  

県
の
建
築
士
会
に

問　

平
成
17
年
９
月
議
会
で
、

住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
及
び

耐
震
補
強
工
事
の
助
成
に
つ

い
て
一
般
質
問
を
行
っ
た
。

　

今
議
会
で
は
、
昭
和
56
年

５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ

た
木
造
住
宅
で
、
個
人
負
担

１
万
円
で
住
宅
の
耐
震
診
断

が
受
け
ら
れ
る
予
算
が
計
上

さ
れ
て
い
る
。
ど
う
進
め
て

い
く
の
か
。

　

ま
た
、
耐
震
補
強
工
事
に

つ
な
が
る
制
度
化
を
は
か
る

よ
う
だ
が
、
具
体
的
に
ど
う

す
る
か
。

町
長　

耐
震
診
断
を
希
望
す

る
世
帯
に
対
し
、
社
団
法
人

新
潟
県
建
築
士
北
蒲
原
支
部

新
発
田
分
会
に
所
属
す
る
耐

震
診
断
士
に
協
力
を
得
て
調

査
す
る
。

　

耐
震
補
強
工
事
助
成
は
、

前
向
き
に
検
討
し
、
判
断
す

る
。

問　

受
動
喫
煙
防
止
対
策
は
、

学
校
、
役
場
関
係
庁
舎
で
も

屋
内
の
禁
煙
を
す
る
べ
き
で

な
い
か
。

町
長　

受
動
喫
煙
の
防
止
対

策
は
、
現
在
診
療
所
、
各
こ

ど
も
園
、
山
倉
小
学
校
は
敷

地
内
禁
煙
。
公
共
施
設
は
現

在
24
年
度
中
に
禁
煙
、
分
煙

対
策
の
予
定
で
あ
る
。

道
路
特
定
財
源

問
題
の
考
え
は

　
 

年
度
内
可
決

　

 
成
立
に
期
待

※

問　

道
路
特
定
財
源
問
題
の

考
え
は
ど
う
か
。

町
長　

改
正
案
の
審
議
を
進

め
て
も
ら
い
、
年
度
内
の
可

決
成
立
を
期
待
す
る
。

◎
一
口
メ
モ

※
受
動
喫
煙

　

他
人
が
吸
っ
た「
た
ば
こ
」

の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
こ
と
。

　

た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
が
、

自
分
の
意
志
に
関
係
な
く
、

た
ば
こ
の
害
を
受
け
る
こ
と

に
な
る
た
め
、
不
本
意
喫
煙

な
ど
と
も
い
う
。

町長
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宮沢　光子議員

▲夢と希望をもって大きくなあれ（亀代こども園）

真
意
は
何
か
学
力
向
上
施
策

教
育
長  
勉
強
す
る
習
慣
を
つ
け
さ
せ
た
い
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問　

教
育
委
員
会
は
、
短
期

学
力
向
上
対
策
事
業
と
し
て
、

「
放
課
後
学
習
ク
ラ
ブ
」
を

開
設
す
る
。
過
去
を
振
り
返

る
と
、
確
か
に
、
聖
籠
町
は
、

勉
強
の
大
事
さ
を
、
子
ど
も

た
ち
に
感
じ
さ
せ
る
ム
ー
ド

と
い
う
も
の
は
、
全
体
的
に

希
薄
な
感
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
親
子
で
、
「
放

課
後
学
習
ク
ラ
ブ
」
を
、
単

純
に
テ
ス
ト
の
点
数
を
上
げ

る
た
め
だ
と
短
絡
的
に
思
っ

た
場
合
、
子
ど
も
は
、
人
と

し
て
危
険
な
方
向
に
行
く
よ

う
で
不
安
で
あ
る
。
そ
し
て
、

学
習
障
害
の
あ
る
子
ど
も
が
、

疎
外
さ
れ
な
い
か
危
ぐ
す
る
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
意
見
交
換
、

学
校
現
場
の
教
職
員
の
理
解
、

意
見
収
集
な
ど
、
ど
の
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
か
。

　

今
後
、
「
本
当
の
学
力
と

は
何
か
」
と
い
う
こ
と
を
町

全
体
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

教
育
長　

「
放
課
後
学
習
ク

ラ
ブ
」
の
開
設
経
緯
は
、
家

庭
・
地
域
教
育
審
議
会
で
、

幼
、
小
、
中
学
校
の
子
ど
も

た
ち
の
生
活
実
態
調
査
を
分

析
し
た
結
果
を
踏
ま
え
た
も

の
で
あ
る
。
塾
の
代
わ
り
で

は
な
く
、
学
習
習
慣
を
つ
け

て
、
勉
強
す
る
こ
と
が
大
事

だ
と
い
う
風
土
を
作
り
た
い
。

どうなる小学校との連けい
教育長  専門に考える委員会で研究

問　

平
成
20
年
度
の
幼
稚
園

教
育
に
つ
い
て
、
小
学
校
に

つ
な
げ
る
保
育
内
容
と
指
導

法
を
検
討
す
る
と
あ
る
が
、

具
体
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

考
え
て
い
る
の
か
。

　

従
来
か
ら
の
町
の
幼
児
教

育
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会

の
評
価
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。
小
学
校
に
向
け
、
読
み

書
き
指
導
と
い
う
よ
り
は
、

こ
ど
も
園
に
お
い
て
、
ま
ず

は
、
リ
ト
ミ
ッ
ク
な
ど
で
、

情
操
教
育
を
基
本
に
す
る
こ

と
を
提
言
し
た
い
。

教
育
長　

幼
、
小
の
連
け
い

は
、
ま
だ
白
紙
で
あ
る
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
の
反
対
意
見

は
な
か
っ
た
。
学
校
現
場
と

の
意
見
交
換
は
、
時
間
を
か

け
て
以
前
か
ら
行
っ
て
い
た
。

　

今
後
、
新
し
い
保
護
者
、

教
師
陣
に
は
、
再
度
、
細
か

く
説
明
し
た
い
。

　

今
後
、
こ
ど
も
園
、
小
学

校
の
教
職
員
か
ら
委
員
を
出

し
研
究
す
る
。
20
年
度
か
ら

の
県
の
指
導
主
事
は
、
幼
稚

園
教
育
の
経
験
者
を
考
え
て

い
る
。

　

従
来
の
幼
稚
園
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
誤
解
を
招

い
て
い
る
「
自
由
保
育
」
に

つ
い
て
、
保
護
者
等
に
、
き

ち
ん
と
説
明
で
き
る
体
制
づ

く
り
を
し
て
い
る
。

◎
一
口
メ
モ

※
リ
ト
ミ
ッ
ク

　

音
楽
と
身
体
運
動
を
と
り

入
れ
た
教
育
法
。

　

心
身
の
発
達
を
促
し
、
感

受
性
豊
か
な
心
を
育
て
る
。

※
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五十嵐 利栄議員

販売戦略どうするか
町長  再検討も必要

▲安心安全な学校給食（蓮野小学校）

中
国
産
食
材
直
ち
に
全
面
中
止
を

教
育
長  

給
食
関
係
全
面
中
止
す
る
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問　

次
第
浜
浜
山
土
地
区
画

整
理
事
業
に
つ
い
て
、
昨
年

３
月
議
会
で
契
約
５
件
、
予

約
28
件
計
33
件
と
答
弁
が
あ

っ
た
。
町
広
報
３
月
号
で
契

約
18
件
、
予
約
９
件
計
27
件

に
減
っ
て
い
る
。

　

今
日
の
答
弁
で
契
約
18
件
、

予
約
４
件
計
22
件
と
さ
ら
に

減
っ
て
い
る
。

　

こ
の
1
年
間
1
０
０
０
万

円
近
い
広
告
宣
伝
費
を
投
入

し
、
実
質
契
約
が
マ
イ
ナ
ス

に
な
っ
て
い
る
。
販
売
戦
略

の
見
直
し
が
必
要
で
な
い
か
。

　

浜
山
地
区
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
建
設
費
と
し
て
設
計
委

託
料
５
１
０
万
円
計
上
さ
れ

て
い
る
。
建
物
の
建
設
は
21

年
度
に
予
定
し
て
い
る
が
、

設
計
委
託
料
か
ら
推
定
す
る

と
、
1
億
円
以
上
の
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
建
設
が
予
測
さ

れ
る
。
20
数
軒
の
入
居
者
見

込
の
現
段
階
で
、
こ
の
よ
う

な
巨
額
な
予
算
投
入
が
必
要

か
。

　

町
民
に
対
す
る
公
平
性
か

ら
み
て
疑
問
で
あ
る
。

町
長　

土
地
の
形
状
、
周
辺

の
住
宅
分
譲
の
環
境
が
整
っ

た
の
が
昨
年
の
秋
で
あ
る
。

今
後
促
進
を
は
か
る
に
は
、

こ
の
春
先
か
ら
の
戦
略
が
大

き
く
影
響
し
て
く
る
。

　

建
設
業
者
も
電
化
住
宅
の

Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
る
。

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
建

物
は
ま
だ
実
施
計
画
を
組
ん

で
い
な
い
。
お
お
む
ね
１
０

０
坪
程
の
建
物
と
考
え
て
い

る
。

問　

中
国
産
冷
凍
餃
子
か
ら

有
機
り
ん
化
合
物
「
メ
タ
ミ

ド
ホ
ス
」
が
検
出
さ
れ
、
各

地
で
中
毒
症
状
が
発
生
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
肉
ま
ん
、
鯖
、

カ
ツ
な
ど
の
中
国
産
食
品
か

ら
「
ホ
レ
ー
ト
」
や
「
パ
ラ

チ
オ
ン
」
な
ど
「
メ
タ
ミ
ド

ホ
ス
」
を
含
め
て
毒
性
が
強

く
、
日
本
で
は
農
薬
登
録
が

認
可
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
化

合
物
や
、
30
数
年
前
に
製
造

中
止
さ
れ
た
化
合
物
も
検
出

さ
れ
た
。

　

学
校
給
食
な
ど
で
当
該
製

品
を
使
用
し
た
実
績
は
あ
る

か
。
ま
た
、
当
該
品
以
外
の

中
国
品
を
学
校
給
食
で
使
用

し
た
実
績
は
あ
る
か
。

　

学
校
給
食
な
ど
か
ら
中
国

品
食
材
は
全
面
中
止
し
、
地

元
食
材
を
中
心
と
し
た
地
産

地
消
に
切
り
替
え
て
い
く
考

え
は
な
い
か
。

教
育
長　

今
回
問
題
に
な
っ

た
メ
ー
カ
ー
の
食
材
を
学
校

給
食
な
ど
で
使
用
し
た
実
績

は
な
い
。

　

中
国
品
は
11
月
以
降
毎
月

数
件
使
用
し
て
い
た
。
２
月

以
降
中
国
産
は
使
用
し
な
い

こ
と
を
関
係
者
に
伝
え
た
。

　

地
産
地
消
は
使
用
拡
大
し

て
い
き
た
い
。
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説
明
に
財
政
が
無
い

町
長  

既
に
公
表
済
み
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⑤
公
共
下
水
道
の
受
益
者
負

担
金
の
未
納
者
が
増
加
し
て

い
る
が
、
金
額
と
人
数
は
、

ま
た
、
全
事
業
へ
の
影
響
は
。

町
長　

財
政
に
つ
い
て
は
、

毎
年
度
予
算
編
成
を
通
じ
て

当
該
年
度
の
財
政
運
営
に
つ

い
て
公
表
す
る
こ
と
で
姿
勢

を
示
し
て
い
る
。

　

総
合
計
画
に
基
づ
く
３
年

ロ
ー
リ
ン
グ
の
実
施
計
画
を

も
っ
て
理
解
を
求
め
て
い
る
。

　

長
期
財
政
計
画
に
つ
い
て

も
、
20
年
度
の
施
政
方
針
に

問　

平
成
20
年
度
の
予
算
編

成
に
伴
う
施
政
方
針
に
町
の

基
本
で
あ
る
財
政
に
つ
い
て

触
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

①
税
主
導
型
の
予
算
は
、
い

つ
ま
で
続
く
の
か
。
年
度
毎

の
額
は
い
く
ら
か
。

②
経
常
収
支
比
率
、
公
債
費

比
率
、
財
政
力
指
数
の
推
移
。

③
各
種
基
金
の
積
立
額
の
現

状
と
あ
る
べ
き
額
は
。

④
当
初
予
算
で
計
上
で
き
な

か
っ
た
事
業
は
あ
っ
た
か
、

あ
っ
た
と
し
た
ら
何
か
。

は
あ
え
て
記
述
し
な
か
っ
た
。

①
税
主
導
型
の
財
政
は
少
な

く
と
も
今
後
10
年
は
続
く
。

②
経
常
収
支
比
率
は
25
年
ま

で
72
％
～
76
％
で
推
移
し
実

質
公
債
費
比
率
は
20
年
度
14

・
８
％
以
降
低
下
し
25
年
度

に
は
５
・
５
％
と
推
計
し
て

い
る
。

　

財
政
力
指
数
は
20
年
度
か

ら
25
年
度
ま
で
1
・
43
～
1

・
45
と
推
計
し
て
い
る
。

③
基
金
は
19
年
度
末
残
高
見

込
み
で
財
政
調
整
基
金
８
億

３
６
０
０
万
円
、
減
債
基
金

８
３
０
０
万
円
、
土
地
開
発

基
金
６
３
０
０
万
円
、
そ
の

他
特
定
目
的
基
金
９
基
金
合

計
４
億
３
１
０
０
万
円
で
あ

る
。

④
当
初
予
算
に
計
上
で
き
な

か
っ
た
事
業
は
皆
無
で
あ
る
。

⑤
公
共
下
水
道
の
受
益
者
負

担
金
の
未
納
額
は
、
11
年
度

か
ら
18
年
度
ま
で
１
１
８
人

で
７
３
１
万
３
９
０
０
円
、

現
年
度
分
37
人
の
３
１
１
万

５
０
０
円
で
あ
る
。

　

受
益
者
負
担
制
度
の
目
的

と
負
担
の
公
平
を
保
つ
上
で

大
き
な
影
響
が
あ
る
。

臨時職員に2億1200万円
町長  行政サービスを提供

問　

一
般
職
員
を
漸
減
さ
せ

な
が
ら
臨
時
職
員
を
多
用
し

な
け
れ
ば
行
政
運
営
は
や
っ

て
い
け
な
い
の
か
。
必
要
な

ら
常
雇
用
し
一
般
職
員
と
す

べ
き
で
な
い
か
。
臨
時
職
員

の
人
数
が
多
過
ぎ
る
。

町
長　

政
策
課
題
に
よ
っ
て

対
応
し
て
い
る
。
簡
素
で
効

率
的
な
行
政
運
営
の
た
め
に

は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

総
務
課
、
学
校
教
育
課
な

ど
に
１
２
９
人
の
臨
時
職
員

を
配
置
し
た
い
。
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ト
レ
ー
ニ
ン
グ

       

実
施
を

教
育
長  

今
後
の
課
題

問　

聖
籠
海
岸
砂
防
林
と
平

行
に
走
る
町
道
は
浜
地
区
を

結
ぶ
幹
線
道
路
で
あ
る
が
、

地
域
住
民
の
環
境
に
優
し
い

生
活
道
路
と
し
て
機
能
を
高

め
る
た
め
や
、
新
潟
国
体
で

の
町
の
み
ど
り
促
進
Ｐ
Ｒ
を

兼
ね
街
路
樹
整
備
が
で
き
な

い
か
。

町
長　

網
代
浜
船
だ
ま
り
の

環
境
整
備
、
こ
れ
を
一
つ
の

起
爆
剤
と
し
て
、
今
後
、
次

第
浜
土
地
区
画
整
理
事
業
の

住
宅
環
境
、
緑
化
環
境
整
備

と
し
て
、
周
辺
施
設
整
備
の

中
で
考
え
る
。

問　

運
動
神
経
を
養
う
遊
び

を
取
り
入
れ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が

町
で
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
ど
も
園
や
小
学
校
で
の

実
施
と
先
生
の
受
講
を
考
え

ら
れ
な
い
か
。

教
育
長　

こ
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
は
幼
児
教
育
、
ま
た
小
学

校
低
学
年
に
は
、
い
い
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
で
あ
り
、
今
後
の

社
会
教
育
全
般
の
中
か
ら
検

討
す
る
課
題
で
あ
り
、
今
後

の
宿
題
で
あ
る
。

問　

国
策
に
よ
り
稲
作
農
家

は
非
常
に
苦
し
ん
で
い
る
。

　

国
の
支
援
が
望
め
な
い
農

家
と
の
新
た
な
品
目
開
発
、

市
場
調
査
、
な
か
で
も
地
場

産
の
果
物
、
畑
作
物
の
宣
伝

支
援
を
大
々
的
に
行
政
の
指

導
で
で
き
な
い
か
。

町
長　

生
産
者
と
連
け
い
体

制
を
強
化
し
、
安
全
、
良
質

な
農
産
物
の
情
報
及
び
Ｐ
Ｒ

な
ど
の
販
売
戦
略
は
大
変
重

要
だ
と
認
識
し
て
い
る
が
、

生
産
量
が
少
な
い
か
ら
適
度

の
Ｐ
Ｒ
で
と
ど
め
て
い
る
。

　

今
後
、
販
売
戦
略
を
ど
う

確
立
し
て
い
く
か
が
大
き
な

課
題
で
あ
り
、
支
援
策
も
講

じ
て
い
き
た
い
。

地場物産のＰＲ強化を
町長  販売戦略は大きな課題

問　

新
潟
国
体
に
伴
う
網
代

浜
船
だ
ま
り
整
備
、
聖
籠
海

岸
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
交
流

拠
点
施
設
整
備
事
業
、
さ
ら

に
海
上
で
の
天
然
ガ
ス
採
掘

な
ど
で
漁
業
関
係
者
に
は
大

き
な
変
化
が
今
起
き
よ
う
と

し
て
い
る
。

　

今
後
の
漁
業
経
営
の
促
進

と
後
継
者
育
成
を
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長　

漁
業
振
興
と
後
継
者

に
つ
い
て
は
経
営
実
態
か
ら

考
え
る
と
非
常
に
難
し
い
課

題
で
あ
る
。
漁
業
協
同
組
合

の
大
き
な
課
題
で
あ
る
が
、

懇
談
を
し
て
、
そ
れ
ら
の
問

題
を
考
え
て
い
く
必
要
性
が

あ
る
。

後
継
者
育
成
を

町
長  
後
継
者
育
成
は
自
ら

街路樹整備を

町長  今後考える

◎
一
口
メ
モ

※
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
能

力
と
は
、
状
況
を
目
や
耳
な

ど
五
感
で
察
知
し
、
頭
で
判

断
し
、
筋
肉
を
動
か
す
と

い
っ
た
一
連
の
過
程
を
ス
ム

ー
ズ
に
行
う
能
力
を
い
う
。

こ
の
能
力
を
高
め
よ
う
と
す

る
の
が「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」で
あ
る
。

※

▲整備が待たれる海岸道路



聖籠町議会だより／平成 20 年 4 月／ 82 号

17

その後どうなった
請願・陳情のゆくえ
その後どうなった
請願・陳情のゆくえ

　平成18年中に議会で審議され、採択された請願は6件、陳情は9件ありました。
　その中でも、特に町民から提出され、私たちの生活に深くかかわるものについて、現状はど
うなったのか調査しましたので、皆さんにお知らせします。

請願（陳情）書の書き方
　町民の皆さんの意見、要望な

どを町政に反映させる方法のひ

とつとして請願・陳情の制度が

あります。

　請願書・陳情書は、請願（陳

情）する方の住所、氏名を書き、

押印して、紹介議員（陳情の場

合は不要）1 人以上の署名また

は記名押印を受け、請願（陳情）

の要旨、理由を記載したものを

議長あてに提出して下さい。

（内容紙）

○○に関する請願（陳情）書

要旨………

理由………

（要旨、理由ともに簡単に要領

 よく記載してください）

平成　年　月　日

聖籠町議会議長　○○○○様

請願（陳情）者の住所

  氏名　              　印

陳情名　道路拡幅改良についての陳情書
　 　 　 　 　  提出者　藤寄副区長　天尾壮一郎  　  

議会採択年月日　平成18年6月26日

処理状況

法線測量と設計業務を行いました。
引き続き、用地測量と物件調査を行う予定です。

▲藤寄地内仁五郎橋付近

陳情名　道路の建設についての陳情書
 　　　　　   提出者　次第浜区長　平野政要

議会採択年月日　平成18年9月25日

法線測量と設計業務
を行いました。
引き続き、用地測量
と物件調査を行う
予定です。

処理状況

国道113

浜山土地区画整理

次第浜海岸

次第浜
船だまり場

次第浜
野球場

次第浜橋

町道網代浜加治川線

町道次第浜1号線

（表紙）

○○に関する請願（陳情）書

紹 介 議 員　 ○ ○ ○ ○　 印

※陳情の場合は
　紹介議員不要｛　　　　　｝

陳情 1　道路拡幅改良してください

陳情 2　道路拡幅新設してください
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に
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総
務
文
教

米
政
策
な
ど
を
調
査

厚
生
産
業
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委員会閉会中の 継続調査報告委員会閉会中の 継続調査報告委員会閉会中の 継続調査報告
　

1
月
23
日
、
財
政
計
画
及
び

財
政
改
革
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
た
。

　

現
在
の
長
期
財
政
計
画
は
平

成
17
年
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
現
況
と
の
差
異
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
。　

　

中
長
期
的
な
財
政
状
況
を
把

握
し
、
今
後
の
歳
入
及
び
歳
出

を
予
測
す
る
こ
と
に
よ
り
、
計

画
的
か
つ
健
全
な
財
政
運
営
を

行
う
た
め
の
資
料
と
し
て
、
新

た
に
今
後
10
年
間
の
長
期
財
政

計
画
の
提
出
を
求
め
た
。

　

現
在
の
税
制
度
下
で
の
推
計

で
あ
る
が
、
平
成
25
年
度
ま
で

は
不
交
付
団
体
が
続
く
と
の
説

明
を
受
け
た
。

　

財
政
改
革
に
つ
い
て
は
新
行

政
改
革
大
綱
（
集
中
改
革
プ
ラ

ン
）
の
実
施
計
画
に
沿
っ
て
財

政
の
健
全
化
を
進
め
て
い
る
。

各
団
体
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て

は
、
そ
の
必
要
性
・
費
用
対
効

果
・
費
用
負
担
の
あ
り
方
等
を

検
証
し
積
極
的
に
整
理
合
理
化

を
は
か
り
な
が
ら
削
減
に
努
め

る
と
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か

減
少
し
て
い
な
い
の
が
実
態
で

あ
り
、
難
し
い
問
題
で
も
あ
る
。

　

1
月
24
日
、
農
業
政
策
・
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
・
道
路
暫

定
税
率
・
「
な
ご
み
の
家
」
の

運
営
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

　

農
業
政
策
は
、
米
政
策
に
つ

い
て
19
年
度
と
20
年
度
の
比
較

を
中
心
に
調
査
し
た
。
特
に
作

付
率
が
前
年
対
比
マ
イ
ナ
ス
７

・
１
％
、
作
付
率
で
63
・
４
％

と
か
っ
て
な
い
厳
し
い
内
容
と

な
っ
た
中
で
の
町
の
対
応
策
を

調
査
し
た
。

　

本
年
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ

い
て
、
保
険
料
総
額
が
所
得
に

よ
り
ど
う
変
化
す
る
か
調
査
し

た
。
ま
た
今
後
、
運
用
の
中
で

問
題
点
の
有
無
に
つ
い
て
調
査

し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

ガ
ソ
リ
ン
暫
定
税
率
25
円
／

ℓ
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
、

こ
れ
が
廃
止
さ
れ
た
場
合
、
当

町
で
概
ね
８
１
０
０
万
円
影
響

あ
る
こ
と
を
調
査
し
た
。

　

「
な
ご
み
の
家
」
が
11
月
22

日
か
ら
運
営
を
開
始
し
、
11
月

～
12
月
の
利
用
者
は
１
９
５
人
、

利
用
料
は
無
料（
弁
当
代
実
費
）

な
ど
を
調
査
し
た
。
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全
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選
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議
会
広
報
全
国
研
修
会
に
参
加

議
会
広
報

委員会閉会中の 継続調査報告委員会閉会中の 継続調査報告委員会閉会中の 継続調査報告
　

1
月
29
日
、
全
国
町
村
議
会

主
催
の
第
22
回
町
村
議
会
広
報

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
選
作
品

が
発
表
さ
れ
た
。

　

聖
籠
町
議
会
広
報
も
入
選
し

た
。
今
年
も
全
国
町
村
議
会

１
８
０
０
余
の
中
か
ら
上
位
入

選
を
勝
ち
得
た
。

　

今
ま
で
も
県
下
最
優
秀
賞
、

全
国
優
秀
賞
な
ど
輝
か
し
い
成

績
を
収
め
て
き
た
。

　

賞
を
得
る
た
め
に
広
報
を

作
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、

広
く
町
民
に
読
ん
で
も
ら
う
た

め
に
は
、
優
れ
た
広
報
を
作
る

こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

　

正
し
い
議
会
の
活
動
内
容
を

い
か
に
町
民
に
お
知
ら
せ
で
き

る
か
大
変
難
し
い
。

　

そ
の
た
め
に
イ
ン
パ
ク
ト
の

あ
る
見
出
し
や
写
真
が
必
要
で

あ
る
。

　

感
性
あ
る
文
章
も
必
要
で
あ

る
。
議
員
一
人
ひ
と
り
が
取
材

し
、
文
章
を
作
り
、
レ
イ
ア
ウ

ト
、
校
正
、
写
真
撮
り
を
行
っ

て
い
る
。

　

議
会
広
報
は
議
員
手
作
り
の

集
大
成
を
毎
定
例
会
ご
と
に
発

行
し
て
い
る
。

　

２
月
20
・
21
日
、
第
67
回
町

村
議
会
広
報
全
国
研
修
会
に
当

議
会
か
ら
も
出
席
し
研
さ
ん
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
日
々
勉
強
し
、

今
年
も
さ
ら
に
上
位
を
目
指
し

立
派
な
広
報
を
作
り
た
い
。

　

平
成
20
年
２
月
、
議
会
広
報

委
員
会
に
う
れ
し
い
知
ら
せ
が

届
い
た
。

　

議
会
だ
よ
り
78
号
（
平
成
19

年
４
月
20
日
発
行
）
が
、
第
22

回
町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
で
入
選
を
受
賞
し
た
。

　

聖
籠
町
議
会
だ
よ
り
は
、
昭

和
63
年
２
月
に
創
刊
さ
れ
て

い
る
が
、　

創
刊
さ
れ
て
か
ら
、

約
20
年
、
そ
の
間
に
、
県
コ
ン

ク
ー
ル
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に

お
い
て
、
数
々
の
賞
を
受
賞
し

て
い
る
。

　

議
会
だ
よ
り
を
作
り
あ
げ
て

き
た
歴
代
の
広
報
委
員
に
感
謝

し
た
い
。

　

聖
籠
町
の
議
会
だ
よ
り
は
、

町
民
参
加
の
ペ
ー
ジ
（
読
者
の

声
、
聖
籠
町
に
嫁
い
で
来
た
お

嫁
さ
ん
な
ど
）
が
、
審
査
員
か

ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

賞
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
励

み
に
、
新
メ
ン
バ
ー
の
広
報
委

員
一
同
、
よ
り
一
層
、
研
さ
ん

を
積
み
、
読
み
や
す
い
議
会
だ

よ
り
を
町
民
に
届
け
た
い
と
思

う
。
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町政を知るよい機会

議会を傍聴してみませんか
　今、町ではどんなことが論
議されているのだろうか。ま
た、どんな計画があってどう
進んでいるのだろう。
　あなたに身近なことかも知
れません。
　だれでも傍聴できますので、
ぜひ一度おいでください。
　おいでになれなかったとき
でも、町図書館と保健センター
に会議録が置いてありますの
で、どうぞご覧ください。

　次回定例会は、6 月中旬の
予定です。

あなたもみんなのページ

聖籠町に嫁いで来た

お嫁さんに出てみませんか！
　もし、私もと思っている方
はご連絡下さい。
　対象者は町外から嫁いで来
たお嫁さんです。

（連絡先）
町役場議会事務局
☎ 0254-27-1967（直通）

飯 田　真 弥 さん
（別 條）

　

今
、
国
会
が
大
き
く
揺
れ
て
い
る
。

年
度
末
ぎ
り
ぎ
り
に
な
っ
て
道
路
特
定

財
源
が
確
保
で
き
る
の
か
、
各
自
治
体

ま
で
迷
走
し
て
い
る
。

　

３
月
末
日
で
期
限
が
切
れ
る
暫
定
税

率
の
延
長
が
焦
点
で
あ
る
。

　

25
円
の
ガ
ソ
リ
ン
税
が
下
が
る
と
聖

籠
町
の
道
路
財
源
は
９
５
０
０
万
円
の

収
入
減
と
な
る
そ
う
だ
が
、
町
民
一
人

ひ
と
り
が
使
用
す
る
ガ
ソ
リ
ン
は
約
３

億
円
節
減
可
能
と
推
計
で
き
る
。

　

町
が
増
税
で
潤
っ
た
方
が
よ
い
の
か
、

そ
れ
と
も
町
民
一
人
ひ
と
り
の
減
税
に

な
っ
た
方
が
よ
い
の
か
、
町
も
議
会
も

よ
く
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
町
は
今
年

も
不
交
付
団
体
と
な
り
豊
か
で
あ
る
が

町
民
は
決
し
て
豊
か
で
は
な
い
。

　

行
政
に
関
わ
る
議
員
は
町
民
の
た
め

に
政
治
を
向
け
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一
日
も
早
い
国
会
の
正
常
化
を
願
う
。

　

議
会
広
報
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　

委
員　

小
川　

益
一
郎

　聖籠町に嫁いで来たお
嫁さん、今回は新潟市出
身で平成18年12月に別
條に嫁いで来た飯田　真
弥（旧姓　松田）さんです。
　皆さんよろしくお願い
します。

どんなきっかけで彼と知り合いましたか？
　友達同士の飲み会で知り合い、7 年間付き合
い結婚しました。

聖籠町に嫁いで来て
　　　   どんなイメージを持ちましたか？
　初めは何もわからず、なんにもない町だと思っ
てたのですが、プラントという大型スーパーが
近くにあるし、新発田にもすごく近いので、と
ても住みやすい町だと思いました。それに家の
周りはとても道路が広いので便利です。
　それと、聖籠町のマンホールには、くだもの
のイラストや東港のイラストが描かれていて、
とてもカワイイと思いました。
　あと、小学生の下校時刻に流れる放送にはビ
ックリしました。安心して子どもを通わせられ
るので、とても良いと思いました。

町での生活はどうですか？
　今では、新しい家族が一人増え、毎日家族みんなでワーワー過ごしてい
ます。
　子どもと一緒に別條のお祭りに参加したり、育成会のイベントに参加し
たりして、楽しませて頂いてます。

町に望むことはありますか？
　いつまでも「聖籠っていい町なんだね」と言われるような、住みやすい
環境づくりをしていって欲しいです。

Q

Q

Q

Q

議会広報対策
特別委員会

議 長
委 員 長
副 委 員 長
委 員

高松　春雄
宮沢　光子
高松　守雄
小川益一郎
中村恵美子
田村冨美男
小林　政榮

聖籠町議会だよりは、資源保護のため再生紙と環境にやさしい大豆インキを使用しています。




